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側0， ⑥市民憲章
広
報

わたくしたちは、利根川と手賀沼にかこまれ自然と歴史には
ぐくまれた我孫子の市民です。
斑恥擢ぼ箇醐敵化都市をめさ宜壺犀生副喧
りをもち、明日への願いをこめて、ここに市民憲章を定めま或
水と緑と土のにおいがいっぱいの住みよいあびこにします
心と体をきたえ生き生きと働き伸びゆくあびこにします
老人を大切にし子どもの夢を育て幸せなあびこにします
ふるさとを愛し文化を高め豊かなあびこにします
みんなで話しあいきまりを守り明るいあびこにします
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紀に向け、すべての市民の皆さ

､豊かな人生を送れる咽まち心に

訓世

んが

6

我
孫
子
市
福
祉
推
進
６

啓
発
活
動
の
推
進

か
年
計
画
を
ス
タ
ー
峠

＊
誰
も
が
必
要
に
応
じ
て
保
健
福

虹
世
紀
に
は
、
国
民
の
３
割
が
者
、
ひ
と
り
親
・
児
童
な
ど
す
べ
を
反
映
し
て
い
る
の
も
特
徴
で
す
。
祉
サ
ー
ビ
ス
を
速
や
か
に
、
的
確

鮨
歳
以
上
と
い
う
本
格
的
な
高
齢
て
の
み
な
さ
ん
に
行
き
届
い
た
こ
う
じ
た
意
見
住
要
望
響
と
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
広
報
活
動

社
会
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
も
の
し
て
福
祉
総
合
計
画
推
進
協
議
会
を
強
化
し
ま
す
。

市
で
は
、
こ
う
し
た
高
齢
化
に
で
、
国
が
進
め
て
い
る
高
齢
者
福
に
提
出
。
さ
ら
に
有
識
者
を
交
え
＊
福
祉
行
政
へ
の
市
民
参
加
と
意

対
応
す
る
た
い
「
我
孫
子
市
福
祉
の
計
画
「
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
」
て
検
討
を
加
え
、
２
月
詔
日
（
水
）
識
改
革
を
推
進
し
ま
す
。

祉
総
合
計
画
」
を
策
定
し
、
「
人
に
も
沿
っ
た
も
の
で
す
。
「
我
孫
子
市
福
祉
推
進
６
か
年
計

生
翠
」
時
代
を
簑
曇
ら
せ
咋
雫
５
月
塁
足
し
需
民
画
と
し
て
計
画
書
を
、
福
祉
政
情
報
提
供
の
推
進

る
よ
う
に
福
祉
・
保
健
・
医
療
サ
研
究
集
会
で
は
、
高
齢
者
・
障
害
策
懇
談
会
早
瀬
圭
一
会
長
か
ら
大

ｌ
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
者
福
祉
、
ひ
と
り
親
・
児
童
福
祉
井
市
長
に
答
申
。
こ
れ
を
受
け
、
＊
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
た
め

す
。
な
ど
の
代
表
者
国
名
か
ら
広
く
地
我
孫
子
市
福
祉
施
策
を
展
開
す
る
に
情
報
の
一
元
化
を
進
め
ま
す
。

こ
の
計
画
は
、
高
齢
者
、
障
害
域
福
祉
に
必
要
な
現
場
の
〃
声
″
第
一
歩
と
い
た
し
ま
す
。
＊
プ
ラ
イ
バ
、
ン
－
保
謹
を
十
分
に

函
：

》
一口

市
で
は
、
別
世
紀
を
間
近
に
控
え
、
今
後
、
ま
す
ま
す
進
む
高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る
た
め
、

こ
の
ほ
ど
「
我
孫
子
市
福
祉
総
合
計
画
」
を
策
定
。
計
画
で
は
、
平
成
但
年
を
目
標
に
福
祉
・
保

健
・
医
療
な
ど
の
基
盤
を
整
備
し
、
高
齢
者
や
障
害
者
、
児
童
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
み
な
さ
ん

が
安
心
し
て
豊
か
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
も

の
で
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、
「
我
孫
子
市
福
祉
推
進
６
か
年
計
画
」
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
、

〃
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
″
の
新
た
な
ス
タ
Ｉ
ト
と
い
た
し
ま
す
。
、
Ⅱ
厚
生
課
Ⅱ

信

▼福祉施策総合体系図

浸響認製籠鶏ぐ－啓発活動の推進

地域福祉推進一愉報提供の推進
の基盤づくり一一地域連帯の強化

一人材の確保・育成

一地域福祉システムの榔築

保健・医療サービスの充実

繍維蒲-…≦
保健・医療・

福祉の充実
篇設整備と既存輸設の有効活用

住宅の改造・確保の充実

モ繍誕…つ《'の擁
生活琿境

の整備
移動手段の雛備

仁鵜溌…就労の促進

モ雛陽"諺‘
社会参加と

交流の促進

2つの目標を達成するために

3つの福祉理念で施策を展開3つの福祉理念で施策を展開

⑧黙ﾏﾗｲゼーｼゞﾝを実
感②地域福祉を確立する

①その人らしい自立した生活

②;撫鯛"民によ‘
地域住民のための福祉

③行政と地域住民と民間力倶

③難辮欝繩繊
的資源を互いに提供する福祉

’
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＊
誰
も
が
健
康
で
生
き
生
き
と
豊

か
に
暮
ら
す
た
め
に
、
健
康
管
理

に
つ
い
て
の
啓
発
・
支
援
を
は
じ

め
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
対
応
し
た

保
健
・
医
療
サ

ー
ビ
ス
の
充
実

地
域
福
祉
推
進
の
基
盤
づ
く
り

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
充
実

５
つ
の
柱
で
福
祉
施
策
を
推
進

曇購士瀧…

＊
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
民
間
と

行
政
の
参
加
協
力
と
専
門
家
の
連

携
に
よ
り
各
種
の
活
動
を
展
開
。

今
後
は
、
よ
り
一
層
活
発
な
活
動

を
推
進
す
る
た
め
に
、
社
会
福
祉

＊
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る
す
べ

て
の
市
民
に
対
し
、
身
近
な
と
こ

ろ
で
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
体
制
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
．

健
康
教
育
、
健
康
相
談
を
識
極
的

に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

＊
疾
病
予
防
、
早
期
発
見
、
早
期

治
療
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

総
合
的
な
施
策
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

＊
高
齢
者
や
障
害
者
が
身
近
な
と

こ
ろ
で
検
診
、
診
療
、
歯
科
診
擁

な
ど
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
保

健
と
医
擁
が
連
携
し
た
体
制
を
つ

く
り
ま
す
。

考
慮
し
な
が
ら
電
算
化
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

＊
す
で
に
整
備
さ
れ
て
い
る
保
健

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
有
効
な
活
用
と

各
種
サ
ー
ビ
ス
・
文
化
活
動
に
関

す
る
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
を
築
い

て
い
き
ま
す
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
充
実

地
域
連
帯
の
強
化

＊
在
宅
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
と
施
設
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
連
携
に
よ
る
地
域

＊
重
度
の
要
介
謹
者
が
家
庭
で
生

活
で
き
る
こ
と
を
基
本
に
、
サ
ー

ビ
ス
の
質
・
量
を
設
定
．
ま
た
、

家
事
・
介
謹
・
看
睡
サ
ー
ビ
ス
を

総
合
的
に
提
供
す
る
た
め
に
医
療

機
関
と
の
協
力
体
制
を
確
立
し
ま

す
。 ＊

保
健
福
祉
ニ
ー
ズ
が
増
大
・
多

申

様
化
・
複
雑
化
し
て
い
く
な
か
で
、

協
議
会
の
組
織
・
活
動
を
強
化
し
、

職
極
的
に
支
援
し
ま
す
。

＊
地
域
住
民
が
自
発
的
な
意
思
に

韮
づ
き
参
加
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
促
進
す
る
た

め
、
拠
点
と
し
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
を
設
置
。
同
セ
ン
タ

ー
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す

る
各
種
情
報
を
収
集
・
提
供
す
る

機
能
と
地
域
住
民
が
気
軽
に
利
用

で
き
る
総
合
的
な
相
談
窓
口
の
機

能
を
持
た
せ
ま
す
。

＊
自
主
的
に
行
わ
れ
て
い
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
援
し
、
ま
た
、

シ
ル
バ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
企
業

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
参
加
に
つ

い
て
祇
極
的
に
支
援
施
策
を
検

討
・
推
進
し
ま
す
。

▼地域ケアシステム構想の概念図
人
材
の
確
保
・
育
成

施
設
整
備
と
既
存

施
設
の
有
効
活
用

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

問題の発生発見・

情報の集積

↓

〔総合相談窓口〕

問題の発生発見・

情報の集積

〔総合相談窓口〕 6

＜計の
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た
め
、

計
画
的
に
保
健
、
医
療
福
祉
施

設
を
整
備
・
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

＊
そ
れ
ぞ
れ
の
「
サ
ー
ビ
ス
圏
域
」

に
拠
点
と
な
る
施
設
を
設
澄
し

ま
す
。

＊
今
後
、
新
設
す
る
施
設
は
「
ノ

ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
実
現
」

の
た
め
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
、
誰
も
が
利
用
で
き
る
施
設
に

し
て
い
き
ま
す
。

（
２
面
に
続
く
）

ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
た
め
の
人
材
確
保
に
関
わ

る
施
策
を
早
急
に
展
開
し
ま
す
。

＊
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に

あ
た
っ
て
は
、
従
事
す
る
職
員
の

能
力
の
向
上
を
図
る
必
要
が
あ
り
、

体
系
的
な
研
修
を
実
施
し
、
ま
た
、

労
働
環
境
の
改
善
を
行
い
ま
す
。

地
域
福
祉
シ
ス

テ
ム
の
構
築

＊
多
様
化
し
続
け
る
保
健
・
医
療
．

福
祉
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
に
、

現
体
制
の
人
的
、
物
的
査
源
を
最

大
限
生
か
し
、
ま
た
、
総
合
的
な

取
り
組
み
を
行
う
た
め
に
組
織
づ

く
り
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

＊
サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的
に
提
供
す

る
た
め
に
、
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
に
よ

る
身
近
な
と
こ
ろ
で
の
相
談
・
申

諦
・
援
助
を
実
施
。
サ
ー
ビ
ス
提

供
圏
に
お
い
て
は
、
亟
度
の
要
介

謹
者
が
家
庭
で
生
活
で
き
る
こ
と

を
基
本
に
し
た
相
談
処
遇
検
討
・

決
定
・
再
調
整
な
ど
を
一
貫
し
て

行
え
る
地
域
福
祉
シ
ス
テ
ム
を
つ

く
っ
て
い
き
ま
す
。
（
左
図
参
照
）
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健康で生きがいのある
地域福祉を確立

＊
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
住
宅
の
確
保

の
た
め
に
、
住
宅
対
策
と
福
祉
対

策
を
総
合
的
に
、
長
期
的
な
視
点

で
考
え
て
い
き
ま
す
。

福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
の
推
進

＊
「
だ
れ
に
も
や
さ
し
い
」
ま
ち

づ
く
り
を
「
都
市
瑛
境
整
備
指
針
」

に
基
づ
き
、
計
画
的
に
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

＊
就
労
の
意
思
と
意
欲
の
あ
る
高

齢
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

を
拡
充
し
ま
す
。

＊
職
業
安
定
所
と
協
力
し
、
求
城

者
に
対
す
る
就
労
相
談
・
あ
つ
せ

！ 住
宅
の
改
造
・

確
保
の
充
実

就
労
相
談
・
ん
に
蓋
ま
す
。

あ
っ
せ
ん
の
拡
充
雇
用
の
促
進

'。

＊
安
心
し
て
住
め
る
市
営
住
宅
の

研
究
に
取
り
組
み
、
整
備
充
実
し

て
い
き
ま
す
。

＊
住
宅
の
老
朽
化
、
鱗
造
・
施
設

面
で
の
不
備
に
よ
る
民
間
住
宅
改

善
の
た
め
の
援
助
を
行
い
ま
す
。

＊
安
全
か
つ
自
由
な
移
動
が
確
保

さ
れ
る
よ
う
に
、
交
通
機
関
の
改

善
・
整
備
を
職
極
的
に
進
め
る
た

め
、
関
係
機
関
を
要
望
し
て
い
き

ま
す
。

＊
高
齢
者
・
障
害
者
・
ひ
と
り
親

を
公
共
施
設
で
雇
用
す
る
た
め
の

条
件
整
備
を
努
め
ま
す
。

＊
民
間
企
業
に
対
し
て
、
法
定
雇

用
率
達
成
の
指
導
を
強
化
し
ま
す
。

▼表3．サービス提供体制の整備目標量 ＊
障
害
者
の
養
鍍
学
校
卒
業
後
の

移
動
手
段
の
整
備

就
労
の
場
の
確
保

‐
「
卒
後
対
策
」
と
も
併
せ
て
、
就

▼表2．サービス提供目標と提供体制の整備目標量＊
就
労
の
意
思
が
あ
る
人
に
対
し

て
は
、
職
業
の
安
定
と
就
業
能
力

の
開
発
お
よ
び
向
上
の
た
め
、
訓

練
・
指
導
を
種
極
的
に
進
め
て
い

き
ま
す
。

就
労
能
力
の
開
発

＊
誰
も
が
、
地
域
社
会
で
互
い
に

ふ
れ
あ
い
、
理
解
を
深
め
、
自
立

し
た
生
活
を
可
能
に
す
る
た
め
、

福
祉
関
係
団
体
や
住
民
組
織
の
活

動
を
支
援
し
、
交
流
の
活
性
化
を

促
し
ま
す
。

＊
地
域
住
民
が
身
近
な
と
こ
ろ
で

異
な
る
世
代
や
障
害
を
持
つ
人
た

交
流
の
促
進
。
参
加

デ

‘

ち
と
気
軽
に
交
流
で
き
る
よ
う
既

存
施
設
の
有
効
活
用
を
促
進
。
ま

た
、
障
害
者
が
近
隣
の
地
域
住
民

と
交
流
を
持
ち
な
が
ら
生
活
で
き

る
生
活
ホ
ー
ム
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
の
設
澄
・
育
成
を
検
討
し
ま
す
。

＊
地
域
住
民
が
身
近
な
生
活
の
場

で
、
多
種
多
様
な
利
用
が
で
き
る

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
へ
の
参
加

タ
Ⅱ
■
■
■
Ⅱ
Ⅲ
川
Ⅲ

施
設
を
整
備
し
ま
す
。

＊
気
軽
に
参
加
で
き
る
軽
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
や
機
会
の
提
供
を
支
鍵

ま
た
、
広
報
誌
等
を
通
じ
各
種
行

事
や
識
習
会
を
周
知
し
、
参
加
・

促
進
し
ま
玄

生
涯
学
習
の
充
実

重点的に取り

む事業内 ’
|’

１
１

ひ
と
つ
の
事
業
か
ら
ほ
か
の
事

業
へ
の
波
及
効
果
や
そ
の
事
業
の

緊
急
性
を
考
慮
し
、
特
に
優
先
し

て
取
り
組
む
重
点
事
業
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◎
シ
ス
テ
ム
に
閏
す
る
重
点
事
業

＊
総
合
相
談
窓
口
の
設
渥

＊
在
宅
介
謹
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設

置＊
ポ
ラ
ン
ト
ピ
ア
事
業
．
ふ
れ
あ

い
の
街
づ
く
り
事
業
の
推
進

◎
マ
ン
パ
ワ
ー
に
関
す
る
重
点
事

業＊
訪
問
指
導
体
制
の
強
化

＊
作
業
療
法
士
の
増
員

＊
保
母
の
増
員

＊
心
理
士
の
確
保

＊
福
祉
人
材
育
成
基
金
の
創
設

＊
住
宅
改
造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
養

成◎
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
重
点
事
業

＊
老
人
訪
問
看
錘
の
実
施
・
老
人

訪
問
看
謹
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
澄’

促
進
＊
成
人
病
予
防
健
康
診
査
の
充
実

＊
健
康
診
査
事
後
指
導
の
強
化

＊
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業

の
充
実

＊
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
充
実

＊
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業
の
充
実

＊
介
謹
人
派
遣
制
度
の
強
化

＊
育
児
支
援
事
業
の
確
立

◎
施
設
に
関
す
る
重
点
事
薬

＊
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
設
置

＊
身
体
障
害
者
用
福
祉
作
業
所
の

設
誼
＊
重
度
障
害
者
施
設
の
増
設

＊
保
育
園
施
設
整
術

＊
児
童
館
モ
デ
ル
の
設
置

＊
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
（
仮
愁

建
設
検
討
委
員
会
の
設
鍾

『
福
祉
総
合
計

画
書
』
の
閲
覧

「
福
祉
総
合
計
画
書
」
は
、
６
月

初
め
に
完
成
の
予
定
で
す
。

計
画
識
は
、
市
内
の
各
支
所
・

行
政
連
絡
所
図
書
館
な
ど
で
、

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
お
役

立
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
計
画
書
の
閲
覧
で
き
る

場
所
等
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

広
報
あ
び
こ
７
月
１
日
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
厚
生
課
福
祉
計

画
担
当
毎
（
顕
）
１
１
１
１

I

人口

万
万
万
万

０
５
０
５

２

年 平成12年平成22年平成32年
(2000年）（2010年）（2020年）

ｊ
鐸
慨

５
０
５
０
５

２
２
１

『
老
人
保
健
福
祉
計
画
』
の
整
備
目
標
は
、

表
２
．
３
の
と
お
り
で
す

就
労
の
促
進

生
活
環
境

の
整
備

～、

ホーム

ヘルパー

保健婦

看護婦

理学。作業

|療法士’

歯科衛生士

栄 養 士

デイサービス

センター

ｼｮー ﾄｽﾃｲ

在宅介護支援

センター

老人訪問看護

ステーション

特別養護

老人ホーム

〆

老人保健

ケア八ウス

現状

19人

恩
6人

急
0

0

0

1か所

行11
6床

割

0

100床

銅

0

0

平成12年

67人

12人

35人

22人

“．
1人

風
1人

角
6か所

〒1二f〒
29床(ベッド）

耐
r

6か所

両 ’
1か所

同
200床

犀言言1
ロロロロロ
ロロロロロ

、
245床

岸二言、ロゴロコ
』

1

、

サービスの種類・内容

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス

保
健
・
医
療
サ
ー
ビ
ス

施
般
サ
ー
ビ
ス

ホームヘルプサービス

デイサービス

ショートステイ

機能訓練

訪問指導

訪問口腔指導
および栄菱指導

老人訪問看磁

健康教育

健康相談

健康診姦

在宅ク

老人訂

特別養磁老人ホーム

老人保健施設

ケアノ、ウス

※要介砿筒齢者とは、ねたきI)筒齢者及び介繊を要する痴呆性高齢者をいう

漣支援センター

盾讃ｽﾃー ｼｮﾝ

サービス提供の目標(平成12年）

要介凄高齢者

週3回

週2回

年6回（1回に
つき1週間程度）

週2回

年6回

年1回

週1回

年198回

(一般75回、重点123回）

年365回

(一般270回、通点95回）

基本健康診森受診率50％

各種がん検診受診率

（
胃がん､子宮がん､乳がん､大腸

がん30％､肺がん40％ ）
一

一

一

一

虚弱高齢者

週1回

週1回

年1回（1回に
つき1週IMI程度）

週2回

年6回

年1回

週1回

サービス提供に必要な
提供体制の整備目標量

ホームヘルパー67人

デｲｻー ｽセンター6か所

ショートステイ専用床

29床

理学作業療法士22人

保他端6人

歯科術生士1人

栄韮士1人

看砿端35人

保仙蝿6人

6か所

1か所

200床

245床

10()人

社
会
参
加
と
交
流
の
促
進
‐
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厄
臨
障
‐
腿

こ
れ
か
ら
父
親
・
母
親
に
な
る

方
、
ぜ
ひ
ご
夫
婦
で
ご
参
加
を
。

▼
日
時
５
月
”
日
（
金
）
午
前
９

時
釦
分
か
ら
ｎ
時
（
受
付
は
午
前

９
時
巧
分
か
ら
）

▼
内
容
＊
猫
愚
リ
映
写
（
母
と
子

の
き
ず
な
）
＊
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風

呂
の
入
れ
方
（
実
習
）
＊
そ
の
他

▼
時
間
午
前
９
時
鈍
分
か
ら
ｎ

時
訓
分
（
２
回
目
の
み
午
後
１
時

か
ら
３
時
）
、
開
始
、
分
前
に
は
受

付
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
と
筆
記

用
具
は
毎
日
、
第
１
．
２
回
は
バ

ス
タ
オ
ル
ー
枚
（
体
操
時
に
使
用
）

第
３
回
は
歯
ブ
ラ
シ

し
あ
わ
せ
学
級

健康ガイド
二

保
健
セ
ン
タ
ー

湖
北
台
１
の
枢
の
焔

（
湖
北
駅
南
口
徒
歩
２
分
）

窓
（
Ｗ
）
１
１
３
１

し診療時間午前9時から午後5時

し持参するもの保険証と診療費 学
級日’病。医院名

｣,禰灌灘：
3日我孫子つくし野病院

4日アビコ外科整形外科病院

5日我孫子聖仁会病院

8日我孫子つくし野病院
金山医院

L5日我孫子聖仁会病院
一瀬・医院

鰯，藤蟹内合科濯：
アビコ外科整形外科病院

29日長田内科．胃腸科

電話

82-8166

84-7411

84-2211

84-7321

88-3111

84-2211

89-4166

88-3111

85-2321

89－1111

88-0934

84-7321

89-3101

1日 ｑ
母
親
学
級
日
程
表

身
体
測
定
、
栄
韮
相
談
な
ど
に

つ
い
て
細
か
い
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
日
程
５
月
、
貝
五
日
、
型

日
の
火
峨
日

▼
受
付
時
間
＊
午
前
９
時
巧
分

か
ら
９
時
妬
分
・
・
・
平
成
６
年
１
月

育
児
相
談

5月6日

（金）
妊娠中、産後の生活
妊蝿体操（実習）

第1回

産科医の話（妊娠中
の異常とお産の経過）
妊婦体操（実習）

5月13日

（金）
第2回

で8日 妊娠中の歯科術4
(歯みがき実習）
妊娠中の栄菱
赤ちゃんの義漉

１１０
１
２
金
月
く
５

’
第3回

15日

－

生
ま
れ
（
通
知
が
い
き
ま
す
）
＊

午
前
９
時
妬
分
か
ら
、
時
釦
分
…

０
か
ら
６
歳
児
で
相
談
の
あ
る
方

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳

※
乳
児
検
診
は
、
母
子
健
康
手
帳

の
無
料
券
（
３
～
６
か
月
用
、
９

～
、
か
月
用
）
を
利
用
し
て
、
医

療
機
関
で
受
け
ま
し
ょ
う
。

１
歳
半
の
頃
は
、
基
本
的
な
生

活
習
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
大
切

な
時
期
で
す
。

▼
日
程
＊
５
月
池
日
（
木
）
：
・
平

成
４
年
、
月
１
日
か
ら
晦
日
生
ま

１
歳
６
か
月
児
健
康
診
査

22日

幼
児
期
か
ら
の
規
則
正
し
い

食
生
活
と
丈
夫
な
歯
で
ゆ
っ
く

り
と
か
む
習
慣
づ
く
り
の
た
め

の
メ
ニ
ュ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格
県
内
在
住
、
在

▼
対
象
県
内
在
住
・
在
勤
の
業
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
６

加
歳
以
上
の
方
月
Ⅳ
日
（
金
・
消
印
有
効
）
ま
で

▼
応
募
方
法
む
し
歯
、
歯
周
に
〒
２
６
０
干
葉
市
中
央
区
市

病
予
防
に
関
し
た
作
文
を
４
０
場
町
１
の
１
干
葉
県
衛
生
部
子

０
字
詰
原
稿
用
紙
（
縦
書
）
５
防
諜
へ
郵
送

枚
以
内
に
ま
と
め
、
題
名
、
住
▼
問
い
合
わ
せ
保
健
セ
ン
タ

所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
轍
ｌ
壷
（
辺
１
１
３
１

「
か
む
子
．
の
び
る
子
・
元
気
な
子
」

料
理
コ
ン
ク
、
Ｉ
ル

８
０
２
０
運
動
（
ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル
）
運
動

普
及
作
文
を
募
集

29日

'1

’

ユ
予
防
接
種
は
医
療
機
関
で

れ
＊
５
月
澗
日
（
木
）
…
平
成
４

年
、
月
逓
日
か
ら
証
日
生
ま
れ

▼
受
付
時
間
午
前
９
時
過
分
か

ら
、
時
訓
分

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
問
診

票
、
歯
プ
ラ
、
三
親
と
子
の
２
本
）

｜
初
抓
棚
帥
卸
助
版
棉
幽

▼
対
象
４
歳
未
満
で
一
度
も
Ｂ

Ｃ
Ｇ
接
種
を
受
け
て
い
な
い
乳
幼

児
（
対
象
児
に
は
通
知
し
ま
す
）
。

▼
日
程
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
．
：

５
月
聖
日
（
火
）
判
定
Ｂ
Ｃ
Ｇ
・
・
・

５
月
お
日
（
木
）
、
午
後
１
時
鋤
分

勤
在
学
者

▼
期
限
６
月
西
日
（
水
）
ま
で

※
応
募
方
法
等
、
詳
し
く
は
保

健
セ
ン
タ
ー
霊
（
碗
）
１
１
３
１

へ

麻
疹
（
は
し
か
）
と
三
種
混
合

昔
日
せ
き
・
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破

傷
風
）
、
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種

は
、
市
内
委
託
医
療
機
関
で
受
け

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
実
施
医
療
機
関
は
、
「
保

健
セ
ン
タ
ー
の
ご
案
内
」
の
、
委

託
医
療
機
関
一
覧
表
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
印
鑑

▼
壷
用
該
当
児
は
無
料

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

お
よ
び
判
定
Ｂ

、

▼
日
時
・
場
所
５
月
誕
日
（
火
）

午
前
９
時
訓
分
か
ら
、
時
訓
分
、

（
受
付
９
時
）
、
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
新
婚
家
庭
の
主
婦
、
妊

婦
参
加
萱
３
０
０
円
（
材
料
代
）

▼
内
容
献
立
づ
く
り
の
ア
ド
バ

イ
ス
、
調
理
実
習

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
電

話
で
５
月
過
日
（
金
）
ま
で
に
保
健

セ
ン
タ
ー
壷
（
師
）
１
１
３
１

眉
こ
り
腰
痛
教
室
一

生
後
３
か
月
か
ら
４
歳
未
満
で
、

ポ
リ
オ
投
与
を
２
度
す
ま
せ
て
い

な
い
乳
幼
児
（
１
回
目
と
２
回
目

の
間
隔
は
、
６
週
間
以
上
あ
け
る

こ
と
）
・
対
象
児
に
は
通
知
し
ま
す
。

▼
日
時
５
月
Ⅳ
日
・
誕
日
（
火
）

午
後
１
時
訓
分
か
ら
２
時
釦
分

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
・
問
診

票※
発
熱
な
ど
心
配
な
と
き
は
主
治

医
に
相
談
の
後
お
い
で
く
だ
さ
い
。

か
ら
２
時
釦
分
ま
で

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳

※
発
熱
な
ど
心
配
な
と
き
は
主
治

医
に
相
談
の
後
お
い
で
く
だ
さ
い
。

｜

’

Ｍ
Ｍ
Ⅵ
Ⅵ
川
肖
該
当
児
及
び
接
種
期
間

す
こ
や
か
料
理
教
室

三種混合

百日せき

ジフテリア

破傷風

肩
こ
り
や
腰
痛
で
お
悩
み
の
方
、

麻疹

(はしか）’ ’
日本脳炎

マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン

リ
オ
）
没
与

b

３
歳
の
艇
生
日
か
ら
就
学
前
（
小
学
校
に
入
学
す
る
年
の
３

月
瓢
日
）
ま
で
の
幼
児

１
期
は
１
～
２
週
間
の
間
隔
で
２
回
接
種

２
期
は
１
期
終
了
後
翌
年
１
回
接
種
（
４
月
か
ら
７
月
ま
で
）

１
期
は
生
後
翅
月
か
ら
妃
月
未
満
（
３
～
８
週
間
間
隔
で
３

回
接
穂
）

２
期
は
１
期
終
了
後
哩
～
肥
月
未
満
の
乳
幼
児
（
１
回
接
種
）

〔
二
種
混
合
（
破
傷
風
・
ジ
フ
テ
リ
ア
）
を
受
け
る
場
合
は
、

医
師
に
相
談
し
て
下
さ
い
〕

生
後
哩
月
か
ら
羽
月
未
満
の
乳
幼
児
（
１
回
接
種
）

な
お
、
生
後
鵡
月
か
ら
拓
月
ま
で
に
接
種
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
（
８
月
を
除
く
年
間
）

､

生
活
の
な
か
で
う
つ
る
こ
と
は
あ
い
る
か
ど
う
か
を
調
べ
る
に
は
、

健
康
メ
モ
⑯
り
毒
ん
。
幾
中
の
藻
を
見
存
る
ま

血
液
・
糖
液
・
膣
内
分
泌
物
な
が
一
般
的
で
す
。
感
染
し
た
と
思

エ
イ
ズ
は
身
近
な
病
気
で
す
。
ど
で
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）
わ
れ
る
日
か
ら
数
え
て
６
か
ら
８

１
９
８
１
年
に
発
見
さ
れ
て
か
に
感
染
し
た
場
合
、
始
め
は
全
く
週
間
後
以
降
に
抗
体
が
現
れ
る
の

ら
、
世
界
中
で
増
え
続
け
、
西
症
状
が
出
ま
せ
ん
が
、
数
か
月
か
で
、
そ
れ
よ
り
早
い
時
期
で
は
感

暦
２
０
０
０
年
に
は
感
染
者
が
ら
加
年
ほ
ど
の
潜
伏
期
間
を
経
過
染
し
て
い
る
か
ど
う
か
わ
か
り
ま

４
０
０
０
万
人
に
達
す
る
と
推

エ
イ
ス

定
さ
れ
ま
す
。

エ
イ
ズ
は
血
液
を
と
お
し
て

感
染
す
る
疾
患
で
、
主
な
感
染

経
路
は
、
性
行
為
、
注
射
の
回
す
る
と
身
体
の
抵
抗
力
が
低
下
し
、
せ
ん
。
１
回
の
検
査
で
陰
性
で
あ

し
打
ち
、
母
子
感
染
で
す
。
感
い
ず
れ
は
発
痛
し
ま
す
．
最
悪
の
っ
て
も
３
か
月
後
に
も
う
一
度
調

染
経
路
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
時
場
合
は
、
肺
炎
や
重
い
感
染
症
、
く
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

代
に
は
、
血
液
製
剤
の
投
与
や
ガ
ン
な
ど
で
死
亡
す
る
病
気
で
す
エ
イ
ズ
は
怖
い
病
気
で
す
が
、

輸
血
で
感
染
し
た
こ
と
も
あ
り
が
、
現
段
階
で
は
予
防
薬
や
決
定
正
し
い
知
識
を
も
ち
、
ま
た
、
自

ま
す
が
、
現
在
で
は
そ
の
心
配
的
な
治
療
薬
は
あ
り
ま
せ
ん
。
分
が
感
染
し
て
い
る
か
ど
う
か
を

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
日
常
エ
イ
ズ
ウ
ィ
ル
ス
に
感
染
し
て
知
る
こ
と
が
最
善
の
予
防
法
で
あ

▼
日
時
５
月
恥
日
（
木
）
、
受
付

は
午
前
９
時
巧
分
か
ら
、
時
釦
分

▼
対
象
平
成
３
年
９
月
生
ま
れ

（
対
象
児
に
は
通
知
し
ま
す
）

▼
内
容
歯
科
健
診
、
歯
み
が
き

指
導
、
フ
ッ
化
物
塗
布
（
希
望
者
）

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
通
知

ハ
ガ
キ
、
親
と
子
の
歯
ブ
ラ
シ
、

コ
ッ
プ
、
タ
オ
ル

ぜ
ひ
ご
参
加
を
（
健
康
手
帳
持
参
）
。

▼
日
時
５
月
、
日
か
ら
聖
日
ま

で
の
毎
週
火
雌
日
、
午
後
１
時
鋤

分
か
ら
３
時
（
受
け
付
け
は
午
後

１
時
か
ら
１
時
訓
分
）

▼
申
し
込
み
電
話
ま
た
は
直
接

お
い
で
く
だ
さ
い
．

ム
シ
歯
予
防
教
室

ユ
柏
保
健
所
か
ら

▼
日
時
５
月
、
日
（
火
）
、
午
後

０
時
妬
分
か
ら
１
時
蛎
分
受
付

▼
場
所
市
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
平
成
３
年
２
月
生
ま
れ

（
該
当
児
に
は
通
知
し
ま
す
）

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
尿

［
剛
剛
陶
鬮
鬮
相
談
一

▼
日
時
５
月
お
日
（
月
）
午
前
、

時
か
ら
午
後
４
時

▼
場
所
柏
保
健
所

▼
対
象
発
達
の
遅
れ
が
心
配
な

２
歳
ま
で
の
乳
幼
児

▼
内
容
発
達
心
理
相
談
員
と
保

健
婦
に
よ
る
相
談
・
指
導

３
歳
児
健
康
診
査

、

献血にご協力を

彦曰時5月11日（水）

午前9時30分から正午

午後1時から3時30分

，場所市役所本館正

面玄関前

し問い合わせ厚生課

相
談

一
心
の
健
庸
刷
勘
幽

▼
試
験
日
。
場
所
７
月
塑
日
（
全
、

学
校
法
人
巌
池
学
園

▼
願
書
配
付
５
月
６
日
（
金
）
か

ら
即
日
（
金
）
ま
で
（
柏
保
健
所
）

▼
願
書
受
付
５
月
羽
日
（
月
）
か

ら
泌
日
（
水
）

※
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
柏

保
健
所
壷
（
師
）
１
２
５
５
へ

｜
療
育
相
談

▼
日
時
。
場
所
５
月
妬
日
（
木
）

午
後
１
時
か
ら
２
時
柏
保
健
所

▼
対
象
整
形
外
科
的
な
心
配
の

あ
る
喝
歳
未
満
の
乳
幼
児
と
児
童

▼
内
容
整
形
外
科
医
に
よ
る
診

察
、
保
健
婦
に
よ
る
指
導
な
ど

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳

▼
日
時
。
場
所
５
月
６
日
か
ら

諏
日
ま
で
の
毎
週
金
曜
日
、
午
後

▼
申
し
込
み
電
話
で
柏
保
健
所

（
予
約
制
）
へ

心
の
健

調
理
師
試
験

療
育
相
談

柏

市

柏

2

5

壷
へ

67
…

1

2

5

5 5

I

尻
▼
日
時
毎
月
第
２
火
曜
日
、
第

４
月
峨
日
、
午
後
２
時
か
ら
４
時

▼
場
所
柏
保
健
所

▼
対
象
ア
ル
コ
ー
ル
問
題
を
抱

え
た
本
人
や
そ
の
家
族

▼
内
容
糟
神
保
健
相
談
員
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。
（
専
門
医
に
よ

る
相
談
は
予
約
が
必
要
）

▼
問
い
合
わ
せ
柏
保
健
所

２
時
か
ら
４
時
、
柏
保
健
所

▼
対
象
糖
神
病
精
神
神
経
症

な
ど
、
心
の
病
で
悩
ん
で
い
る
方

▼
内
容
稲
神
保
健
相
談
員
が
相

談
に
応
じ
ま
す
嘱
託
医
に
よ
る

相
談
は
予
約
が
必
要
）

▼
問
い
合
わ
せ
柏
保
健
所

原
因
不
明
の
発
熱
、
関
節
の
腫

れ
や
痛
み
な
ど
で
お
悩
み
の
方
、

ぜ
ひ
、
ご
相
談
を
。

▼
日
時
。
場
所
５
月
四
日
（
木
）

午
後
１
時
か
ら
、
柏
保
健
所

▼
内
容
専
門
医
に
よ
る
膠
原
病

疾
患
相
談
（
予
約
制
）

▼
申
し
込
み
電
話
で
５
月
ｎ
日

（
水
）
ま
で
の
柏
保
健
所
へ

り
、
他
人
に
う
つ
す
可
能
性
を

少
な
く
し
ま
す
。
エ
イ
ズ
を
予

防
す
る
た
め
に
は
、
個
人
の
自

覚
が
要
求
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
柏
保
健
所
で
は
、
無

料
で
エ
イ
ズ
ウ
ィ
ル
ス
の
抗
体

検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
「
匿

名
」
で
も
受
け
ら
れ
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
も
保
謹
さ
れ
て
い
ま
す
。

エ
イ
ズ
検
査
は
感
染
者
の
人

権
を
守
る
た
め
、
本
人
の
了
解

な
し
に
は
行
う
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
峨
場
検
診
や
地
域

の
成
人
病
検
診
で
は
実
施
し
て

い
ま
せ
ん
。
心
配
な
方
は
保
健

所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
市
医

師
会
盃
（
配
）
５
５
２
５

膠
原
病
難
病
相
談

．
Ｉ
ル
悩
み
ご
と
相
睡I

夜間の急病のときは

言上蛮三遍(Sｱ)1141
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一

雇図
烏
の
博
物
館
の
あ
る
あ
び
こ
・

烏
と
仲
よ
く
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
書
名
（
著
者
）

＊
今
日
か
ら
は
じ
め
る
バ
ー
ド
ウ

ォ
ッ
チ
ン
グ
（
日
本
野
鳥
の
会
）

＊
我
孫
子
市
烏
の
博
物
館
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
－
．
２
（
我
孫
子
市
烏
の

博
物
館
）
＊
烏
に
つ
い
て
の
３

０
０
の
夜
間
（
Ａ
・
ク
リ
ユ
ッ
ク

シ
ア
ン
ク
、
Ｈ
・
ク
リ
ユ
ッ
ク
シ

ア
ン
ク
）
＊
ペ
ン
ギ
ン
は
な
ぜ

飛
ぶ
こ
と
を
や
め
た
の
か
（
田
代

和
治
）
＊
烏
た
ち
の
ふ
し
ぎ
・

不
思
議
（
加
藤
幸
子
）
＊
烏
の

こ
と
わ
ざ
う
そ
ほ
ん
と
（
国
松
俊

英
）
＊
ち
ん
ち
ん
千
鳥
の
な
く

声
は
（
山
口
仲
美
）
＊
烏
。
と

り
事
典
ｌ
漢
字
百
話
烏
の
部
Ｉ

＊
フ
ク
ロ
ウ
の
文
化
誌
（
飯
野
徹

雄
＊
プ
ボ
が
い
た
夏
Ｉ
ア
メ

リ
カ
ワ
、
ン
ミ
ミ
ヅ
ク
と
秘
Ｉ
（
ベ

ル
ン
ド
・
ハ
イ
ン
リ
ッ
チ
）

態
市
民
図
醤
館

謬
湖
北
台
分
館

念
布
佐
分
館

鐙
移
動
図
謡
館

詞絵本
を
読
ん
だ
り
、
楽
し
い
お

==－，.‐‐~.ー~－－－－=二二二‐一一三一.‐---‐-画二一一-．－－－－．－

憲
一

書
案
内

つ
い
て
知
ろ
う
峰

図
書
館

だ
よ
り

垂
（
副
）
１
１
１
０

云
（
印
）
３
０
５
５

壷
（
的
）
１
３
１
１

壷
（
印
）
０
９
０
９会

ー
－

話
や
怖
い
お
話
を
し
ま
す
。
４
歳

か
ら
９
歳
ま
で
の
み
ん
な
集
ま
れ
。

▼
日
程
・
場
所
＊
５
月
四
日

（
木
）
市
民
会
館
第
４
会
議
室
＊

５
月
理
日
（
木
）
、
沁
日
（
木
）
布
佐

分
館
お
は
な
し
の
へ
や

▼
時
間
午
後
４
時
～
４
時
鋤
分

◎
湖
北
台
分
館
Ｉ
ち
ぎ
り
え
Ｉ

▼
作
品
。
作
者
冬
の
手
賀
沼

（
４
号
）
：
・
滝
田
ひ
な
代
（
中
里
）
、

夕
焼
け
（
４
号
）
．
：
海
老
原
洋
子

（
中
峠
）
、
花
菖
蒲
（
６
号
）
．
：

宮
原
秀
子
（
湖
北
台
）
、
百
合

（
６
号
）
：
・
小
池
わ
か
子
（
湖
北

台
）
、
ふ
る
里
（
、
号
）
：
・
伊
藤

’
1

ミ
ニ
ギ
ヤ
ー

そよかせ署僧書館曾)S月の日程(蕊）
、

｢亟厘 ステーション名場所 1時間(午後)｜
湖北湖北地区公民館1:20～1:50

中峠中峠勉田谷公園2:10～2:50

背山台柴崎台4号公園3:10～4:00

平和台布佐南近隣センター2:00～2:40

新木野新木児童公図3:00～4:00

久寺家久寺家あけぼの公園2:00～2:45

つくし野|東急ショッピングセンター婆3:00~4:00
天王台東天王台東児童公園2:00～2:50

天王台西浅野谷3号公園3:10～4:00

白山三洋電機社宅入口1:30～2:15

並木丸石家具駐車場2:30～3:00

台田台田池尻公園3:20～4:00

根戸根戸近隣センター2:00～2:40

つくし野東急ショッピングセンター裏3:00～4:00

１
１
１

水 18

■-－二一一一一一一一一一一一
一△一一

木 19

一・一一

６
．
別 ●

日
時
５
月
８
日
（
日
）
午
前
旧
時
か
ら
午
後
２
時
釦
分

●
場
所
手
賀
沼
公
園
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
（
参
加
無
料
）

＊
雨
天
の
場
合
は
中
央
公
民
館

あ
び
こ
福
祉
ま
つ
り
は
、
今
年
楽
し
め
る
催
し
を
用
意
し
ま
し
た
。

で
巧
回
目
。
「
み
ん
な
で
つ
く
る
市
の
福
祉
団
体
を
は
じ
め
、
手

街
共
に
生
き
る
街
」
を
テ
ー
マ
話
サ
ー
ク
ル
、
特
別
養
謹
老
人
ホ

に
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
気
経
に
ｌ
ム
久
遠
苑
・
和
楽
園
県
立
我

参
加
し
、
障
害
者
の
方
と
一
緒
に
孫
子
誕
誕
学
校
、
消
識
者
の
会
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
な
ど
に
よ
る

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

良
江
（
湖
北
台
）

３

．
布
佐
分
館
Ｉ
油
絵
Ｉ

▼
作
品
。
作
者
雨
あ
が
り
の
夕
◎
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
（
午
前

方
（
Ｆ
翌
、
信
州
（
Ｆ
狸
）
、
９
時
鋤
分
受
付
、
小
雨
決
行
）

柏
・
逆
井
風
景
（
Ｆ
翌
、
湖
北
▼
チ
ー
ム
繊
成
１
チ
ー
ム
３
名

台
風
景
（
Ｐ
、
）
・
・
・
中
川
邦
彦
か
ら
５
名

（
湖
北
台
）
▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
〈

画
展
示
期
間
５
月
７
日
主
）
か
ガ
キ
に
参
加
者
全
員
の
住
所
氏

ら
５
月
錘
日
（
火
）
ま
で
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

第
帽
回

金

11’
＠

25
水

岨
・
妬 福

祉
ま
つ
り

木

渦
・
”

金

お
年
寄
り
の
方
が
気
軽
に
外
出
で

き
る
よ
う
に
、
〃
福
祉
カ
ー
″
（
リ

フ
ト
付
き
ワ
ゴ
ン
車
）
「
ゆ
う
あ

い
我
孫
子
号
」
〈
写
真
〉
を
用
意

帷
う
榊
熱
亀
の
ご
利
用
を

市
で
は
、
障
害
を
持
つ
方
や
、
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
無
料
で
貸

｜｜’

'－－－－－

我
孫
子
１
６
８
４
教
育
委
員
会
体

育
課
壷
（
蓮
１
１
５
１
へ

◎
和
太
鼓
湖
北
台
河
童
太
鼓
他

◎
バ
ン
ド
演
奏
ビ
ー
ト
に
乗
っ

て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

◎
福
祉
カ
ル
タ
み
ん
な
で
挑
戦

◎
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
ガ
ー
ル
ス

カ
ウ
ト
と
一
緒
に
踊
り
ま
し
ょ
う
。

、

圖
委

ら午
午前
後10
2時
時30
30分
分か
一

／＊
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
＊
ヨ
ー
ヨ

ー
釣
り
＊
針
金
お
も
ち
ゃ
作
り

◎
そ
の
他
目
の
不
自
由
な
人
や

車
椅
子
利
用
の
方
へ
の
介
睡
を
体

験
し
て
も
ら
う
体
験
コ
ー
ナ
ー
な

ど
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
社
会
福
祉
協
議

会
壷
（
錘
）
１
５
３
９

し
出
し
を
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
利
用
で
き
る
方

①
心
身
障
害
者
（
坦
及
び
高
齢

者
と
そ
の
家
族
②
社
会
福
祉
団
体

及
び
社
会
福
祉
施
設
③
福
祉
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

▼
貸
出
料
無
料
禿
だ
し
、
使

用
し
た
燃
料
は
車
を
返
す
と
き
に

同
鐘
を
補
給
）

▼
貸
出
期
間
３
日
以
内

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
直

接
、
障
害
福
祉
課
壼
露
）
１
１
１

１
内
線
３
５
０
へ

-弓

花壇コンクール
表彰者

花壇設計ｺﾝｸｰﾙ

ザ

内

緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
的

に
、
市
で
は
第
８
回
花
鯉
コ
ン
ク

ー
ル
・
第
６
回
花
壇
設
計
コ
ン
ク

ー
ル
を
開
催
し
、
３
月
詔
日
（
月
）

に
審
査
会
を
行
い
ま
し
た
。
今
年

度
の
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第
８
回
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル

＊
優
秀
賞
：
．
並
木
小
学
校
＊
優

良
賞
．
：
布
佐
南
小
学
校
、
根
戸
小

学
校
、
前
田
た
れ
（
湖
北
台
）

＊
努
力
賞
：
・
我
孫
子
第
一
小
学

毎
年
皿
月
に
我
孫
子
フ
ィ
ル
が

開
催
し
て
い
る
市
民
コ
ン
サ
ー
ト
。

今
年
睦
我
孫
子
合
唱
連
盟
と
協

力
し
て
演
奏
会
形
式
で
オ
ペ
ラ
を

演
奏
し
ま
す
。
合
唱
連
盟
で
健

皆
さ
ん
か
ら
参
加
者
を
募
集
し
、

連
盟
会
員
と
と
も
に
特
設
合
唱
団

を
編
成
し
て
手
作
り
の
オ
ペ
ラ
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

合唱参加者募集６
月
加
日
（
月
）
か
ら
幻
日

（
月
）
ま
で
行
わ
れ
る
計
量
器
の

定
期
検
査
に
先
立
ち
、
５
月
証

日
（
火
）
ま
で
に
事
前
調
査
を
行

い
、
計
量
器
定
期
検
査
申
靖
書

を
配
付
し
ま
す
。

計
量
器
を
取
り
引
き
や
証
明

に
使
用
し
て
い
る
商
店
や
工
場

急
蕊
鐺

オペラ②宇箇
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象

校
、
我
孫
子
第
二
小
学
校
、
湖

北
中
学
校
＊
我
孫
子
市
緑
化

推
進
協
力
会
会
長
蛍
・
海
野
垂
一

雄
（
新
船
戸
町
会
老
人
ク
ラ
ブ

会
長
）

第
６
回
花
埴
設
計
コ
ン
ク
ー
ル

＊
市
長
蛍
宮
崎
和
子
（
青
山

台
）
＊
我
孫
子
市
緑
化
推
進

協
力
会
会
長
賞
。
：
山
高
道
信

（
白
山
）
｜

▼
問
い
合
わ
せ
公
園
緑
地
課
」

選

＊
市
長
蛍
宮
崎
和
子
（
青
山
一

径

台
）
＊
我
孫
子
市
緑
化
推
進
一

杲

協
力
会
会
長
賞
。
：
山
高
道
信
一

▼
問
い
合
わ
せ
公
園
緑
地
課
、
一
胸
鑑

（
白
山
）

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
演
奏
会
日
程
哩
月
ｎ
日
（
日
）
一
。
限

▼
場
所
市
民
会
館

》
す
に

▼
主
な
演
奏
曲
目
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
ー
ィ
昨

「
椿
姫
」
オ
ペ
ラ
ア
リ
ア
３
曲
、
一
ナ
人
課

ビ
ゼ
ー
「
カ
ル
メ
ン
」
第
１
幕
・
一
手
画
醗

一
》
跨
癖

第
２
幕
・
第
４
幕

▼
指
揮
林
紀
人
氏

州
瞬
噸
繊
臓

ほ
か

一
よ
月
我

▼
合
唱
指
導
北
川
博
夫
氏
一
筆
睡
説
先

耀
贈
（
却
報
伺
甑
鮭
一
文
銅
唯
嘩

▼
参
加
資
格
小
学
生
以
上
の
方
一

▼
参
加
費
２
０
０
０
円
（
楽
譜
一

選

代
は
別
途
）

▼
参
加
方
法
直
接
、
６
月
５
日
一
太寛

（
且
午
前
９
時
か
ら
市
民
会
館
大
一

※
練
習
会
場
等
、
詳
し
く
は
山
中
一
鯛
峠

会
議
室
で
受
け
付
け

爺
の
事
前

病
院
、
学
校
な
ど
を
対
象
に
調

査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
検
査
会
場
な
ど
詳
し

く
は
《
広
報
あ
び
こ
６
月
１
日

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課

消
費
生
活
係

一e一つ■‐ず古

一
⑦
③
⑤
㈲
⑳
ｅ
⑪
③
⑪

Ⅱ
譲
り
ま
す
Ｉ

▼
有
料
で
＊
犯
型
マ
ウ
ン
テ
ン

バ
イ
ク
〈
斉
藤
容
蕊
）
７
４
５
８
〉

▼
無
料
で
＊
七
段
ひ
な
飾
り

〈
昭
圃
云
（
艶
）
０
０
０
９
〉

Ｉ
醸
っ
て
く
だ
さ
い
１

＊
電
気
こ
た
つ
〈
末
木
霊
（
型
）
３

６
９
３
〉
＊
ズ
ボ
ン
プ
レ
ッ
サ

ｉ
〈
菅
原
壷
（
錘
）
２
１
４
１
〉

ト 木
蓮
の
白
き
わ
や
か
に
夕
明
り
池
田
弓
子

言
い
そ
び
れ
た
る
こ
と
の
あ
り
春
の
宵
田
中
栄
太
郎

若
葉
風
掘
ぬ
き
井
戸
の
水
深
く
壁
谷
千
鶴
子

一
鐸
需
識
碑
ま
み
ゆ
る
沼
辺
春
の
雲
山
口
魁

鯉
幟
田
に
引
く
水
の
音
高
く
前
田
は
る

子
規
堂
に
弟
子
の
供
え
し
草
の
餅
國
安
半
久

四
月
馬
鹿
変
哲
も
な
き
一
日
か
な
篠
田
ま
さ

や
わ
ら
か
き
風
の
な
が
れ
に
蜘
蛛
の
糸
田
ロ
一
子

率
て
蝶
の
色
の
鐸
せ
た
り
沼
ほ
と
り
和
田
正
久

病
む
窓
の
音
の
し
づ
か
や
春
時
雨
萩
谷
日
出
夫

し
め
や
か
に
春
の
雨
降
る
加
賀
城
下
高
沢
千
代
子

大
輪
の
椿
の
落
ち
て
暖
か
く
山
崎
諄
一

昭
和
八
年
君
が
こ
の
地
に
詠
み
し
歌
《
職
建
ち
ぬ
沼

を
望
み
て
三
谷
和
夫

沼
の
ぞ
む
茂
吉
の
歌
碑
に
夢
な
ど
む
春
風
そ
よ
ぐ
文

学
の
道
公
手
孝
嗣

待
ち
わ
び
し
木
の
香
の
に
ほ
ふ
新
居
に
て
亡
き
毒
し

の
ぶ
命
日
の
午
後
繁
田
つ
ゆ
子

夫
逝
き
て
真
意
お
ぼ
ろ
な
「
般
若
心
経
」
を
ひ
た
す

ら
唱
へ
る
十
年
の
日
々

渡
辺
万
里

た
ち
虫

渦
巻
け
る
雲
黒
く
し
て
忽
ち
に
春
夕
立
は
軒
に
し
ぶ

け
る
須
釜
責

「
人
生
を
も
っ
と
し
っ
か
り
た
の
し
め
」
と
は
げ
ま

し
呉
れ
し
孫
早
や
五
年
生
ご
ぼ
う

堀
佐
一

降
る
霜
に
消
ゆ
る
と
み
え
し
葉
午
寿
の
ほ
つ
ほ
っ
と

土
に
葉
を
も
た
げ
を
り

麻
田
昭

う
ぐ
い
す

口
笛
に
薮
の
鴬
答
へ
く
る
市
民
の
森
の
静
か
な
る
時

篠
田
ま
き

足
腰
に
痛
み
を
覚
え
薄
氷
を
踏
む
心
地
し
て
種
も
み

を
ま
く

新
堀
孝
女

手
作
り
急
騨
齢
浮
鴦
雲
泉
空
と
し

海
老
原
千
代
子

＊
エ
レ
ク
ト
ー
ン
〈
高
原
云
密
）

１
４
９
５
〉

▼
申
し
込
み
各
連
絡
先
へ
直
接

電
話
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
コ

ー
ナ
ー
掲
載
は
、
市
民
生
活
課
消

費
生
活
係
で
電
話
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
取
り
扱
う
商
品
は
日
用

雑
貨
等
、
耐
久
消
愛
材
と
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課

－

、－

〆

／ 、

ひ

ろ

Iざ

－

圃

態

市
.

ー‐‐

民
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肌一

ニ
シ
ン
の
木
の
芽
漬
け

今
が
旬
の
材
料
を
使
っ
た
料
理
。
冷
蔵
し
て
お
け
ば
２
か

月
位
は
保
存
で
き
ま
す
。

瞳窮行画題銀ジス
ラム②圏偏が畠了

Ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
Ｂ
ｉ
Ⅱ
■
Ⅱ
１
■
１
１
Ⅱ
■
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
■
１
１
１
１
Ⅱ
１
１
ｌ
ｂ

市内68か所から緊急情報を放送

市
で
は
、
防
災
行
政
無
線
の

子
局
鮨
局
を
市
内
小
・
中
学
校

や
公
園
な
ど
へ
平
成
５
年
度
ま

で
に
設
鐘
。
同
シ
ス
テ
ム
の
整

備
を
完
了
し
ま
し
た
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
大
地
霊

や
台
風
な
ど
の
緊
急
時
に
防
災

情
報
や
緊
急
連
絡
な
ど
を
、
市

役
所
の
親
局
か
ら
無
線
を
使
い
、

子
局
の
ス
ピ
ー
カ
ー
を
と
お
し

て
市
民
の
み
な
さ
ん
に
お
知
ら

せ
す
る
も
の
で
す
。
現
在
は
夕

方
５
時
の
チ
ャ
イ
ム
の
ほ
か
、

火
災
予
防
や
交
通
安
全
な
ど
の

啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
放
送
が
聞
き
取
れ
な
か

っ
た
方
の
た
め
に
放
送
後
に
電

話
で
型
時
間
放
送
内
容
を
聞
く

こ
と
の
で
き
る
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ

ド
毒
（
顕
）
９
９
９
９
番
も
行
っ

て
い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課

I

肇
蕊
ニ
シ
ン
は
田
植
え
の
こ
ろ

／
に
上
等
の
新
物
が
出
回
り
、
ま
た
、

、

さ
ん
し
装
う

山
椒
も
若
葉
が
出
始
め
、
ど
ち
ら

１

ｊ
ｗ
細
側
も
今
が
旬
の
材
料
で
す
。

葉
合
う
ん
数
年
前
、
会
津
の
友
人
が
作
っ

伽
倒
い
洲
て
き
て
く
れ
た
こ
の
料
理
の
味
が

ン
山
一
一
、
、
忘
れ
ら
れ
ず
、
早
速
自
分
で
作
っ

一
州
鋼
哩
卿
轆
哩
酔
謬
考
壼
碓
識
識
琢
の
定
番

身
木
二

冷
蔵
し
て
お
け
ば
２
か
月
は
保

、
存
で
き
、
お
か
ず
と
し
て
だ
け
で

／

囲
圖
識
灘
躍
謹
議
篭

q

（2）

味⑦
＊⑥
じ⑥

参②

好
天
に
恵
ま
れ
た
、
４
月
塑
日

（
主
、
「
新
木
近
隣
セ
ン
タ
ー
」

の
開
館
記
念
式
典
が
、
市
長
、
県

議
会
議
員
市
議
会
議
員
を
は
じ

め
、
工
率
関
係
者
、
地
元
協
力
者

騨
諭
噸
開
館
記
念
式
典
行
わ
れ
る

、
‐
Ｖ
‐

２
日
間
で
延
べ
３
０
０
０
人
が
利
用
。
１

あ
び

西原まささん

（船戸）

①
身
欠
ニ
シ
ン
面
乾
し
）
を
よ

く
水
で
洗
い
、
米
の
と
き
汁
に
３

日
間
位
（
生
ま
乾
し
の
場
合
は
１

時
間
）
演
け
て
軟
ら
か
く
す
る
。

②
軟
ら
か
く
な
っ
た
ら
水
気
を
取

り
、
タ
ッ
パ
等
に
、
山
椒
の
葉
を

間
に
挟
み
な
が
ら
並
べ
る
。

③
上
記
の
分
量
で
混
ぜ
合
わ
せ
た

讃
け
汁
を
、
身
欠
ニ
シ
ン
が
浸
る

位
に
入
れ
軽
く
重
し
を
し
た
ま
ま

密
閉
し
、
冷
蔵
す
る
。

④
２
週
間
（
生
ま
乾
し
は
１
週
間
）

後
に
は
味
が
し
み
て
食
べ
始
め
ら

れ
ま
す
。
食
べ
る
時
に
は
、
適
当

な
大
き
さ
に
切
っ
て
山
椒
の
若
葉

を
添
え
る
。

医
新
木
小
学
校
児
童
に
よ
る

吹
奏
楽
の
演
奏

▲
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
す
る
大

井
市
長
（
写
真
。
中
央
）

こ
あ
れ

な
ど
約
１
５
０
名
が
出
席
す
る
な

か
、
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

席
上
、
大
井
一
雄
市
長
は
、
「
豊

か
な
人
間
性
を
高
め
る
生
活
の
場

と
し
て
ま
た
、
今
後
、
地
域
コ
ミ

囮
回
圀 ん

ユ
ニ
テ
ィ
の
核
と
な
る
よ
う
期

待
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

式
典
終
了
後
、
ｗ
日
ま
で
開

館
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
民

舞
や
和
太
鼓
な
ど
多
彩
な
催
し

に
、
２
日
間
で
延
べ
３
０
０
０

人
の
人
が
訪
れ
、
館
内
は
終
日

熱
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
’
刺
Ｉ
Ｔ
Ｌ
救
命
率
の
向
上
に
期
待
ｒ
内
圃
馴
日
胤

１
１ 寵新木近隣ｾﾝﾀー 開館式典 勺
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ま鰯
職
員
に
直
接
『
行
。

財
政
改
革
』
を
訓
示

我
が
国
の
経
済
は
非
常
に
厳

し
い
状
態
が
続
い
て
お
り
、
市

に
お
い
て
も
事
業
の
縮
少
や
経

常
経
蛮
の
削
減
な
ど
、
行
・
財

政
全
般
に
わ
た
る
見
直
し
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
な
か
、
４
月
５
日
．

６
日
の
両
日
、
大
井
市
長
は
各

部
局
を
回
り
、
職
員
に
直
接
「
そ

れ
ぞ
れ
の
業
務
を
見
直
し
、
最

少
の
経
費
で
最
大
限
の
市
民
サ

ー
ビ
ス
を
行
え
る
よ
う
に
、
聯

員
が
一
丸
と
な
っ
て
改
革
に
取

り
組
む
よ
う
に
」
と
訓
示
し
ま

し
た
（
写
真
）
。

な
お
、
市
で
は
、
市
長
を
本

部
長
と
し
た
行
・
財
政
改
革
委

員
会
を
設
置
。
さ
ら
に
効
率
的

か
つ
健
全
な
行
・
財
政
運
営
を

目
指
し
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

高
規
格
救
急
自
動
車
の
運
用
を
開
始

４
月
１
日
（
金
）
、
西
消
防
署

で
高
規
格
救
急
自
動
車
（
写
真
）

の
披
露
式
が
行
わ
れ
、
市
議
会

議
員
や
救
急
隊
員
な
ど
約
鋤
名

が
出
席
し
ま
し
た
。

式
で
は
、
大
井
市
長
が
「
救

I

U,cII

あ
び

愚I
こ

ー一

二垂←:一一

あ
れ

命
率
の
向
上
を
図
っ
て
く
だ
さ

沙
と
あ
い
さ
つ
。
消
防
長
に

記
念
の
カ
ギ
を
手
渡
し
ま
し
た
。

今
回
、
西
消
防
署
に
配
備
さ

れ
た
救
急
自
動
車
に
は
、
酸
素

吸
入
器
な
ど
の
ほ
か
、
心
臓
マ

ッ
サ
ー
ジ
器
や
心
電
図
、
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
な
ど
の
電
子
機
器
も

装
術
。
救
急
現
場
や
車
内
で
救

急
救
命
士
が
病
院
と
連
絡
を
と

り
な
が
ら
応
急
手
当
を
行
う
こ

と
が
で
き
、
救
命
率
の
大
幅
な

向
上
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
同
消
防
署
で
は
、
専

従
救
急
隊
を
編
成
し
、
す
で
に

４
月
か
ら
運
用
を
開
始
し
て
い

ま
す
。

⑳
恥込一

あのころの⑧●、

こ
れ
Ｔ
Ｉ
Ｉ

手 賀 沼 土I
ヴーーー

P■ﾛﾛﾛ
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一
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一
一
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一
一

Ⅱ －1

昔
懐
し
い
手
黄
沼
や
市
内
の
風
景
写
真
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
Ⅱ
広
報
広
聴
課
Ⅱ

離
鋤
の
除
幕
式
が

４
月
８
日
（
金
）
、
手
賀
沼
親

水
広
場
で
彫
刻
「
天
泉
」
の
除

幕
式
が
、
大
井
市
長
、
沼
田
県

知
事
、
県
議
会
議
員
を
は
じ
め

製
作
者
、
寿
・
緑
保
育
園
の
園

児
な
ど
約
知
名
が
参
加
し
て
行

認院円

手
萱
沼
親
水

電患

親丞広場I韮目I見溌」 §"!"I
〃

市
内
在
住
で
、
蛇
年
芸
術
選
奨
新

人
賞
の
受
賞
者
。
「
手
で
触
れ
た
り

く
ぼ
み
に
入
っ
た
り
し
て
、
何
か

を
感
じ
て
く
れ
た
ら
：
。
」
と
。

皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
一
度
、
ご
覧

に
な
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

れ
こ
れ
－

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
彫
刻
は
、
県
が
手
賀
沼
の

浄
化
や
湖
沼
の
役
割
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
設
置
。

作
品
は
イ
タ
リ
ア
産
の
白
い
大

理
石
を
使
い
、
高
さ
２
．
３
堀

幅
１
．
布
脚
、
奥
行
き
２
．
４
脚

で
重
さ
約
廻
ト
ン
。
柔
ら
か
な
曲
面

で
構
成
さ
れ
、
人
が
入
れ
る
ほ
ど

の
く
葺
藷
る
の
暮
罐
す
。

製
作
に
あ
た
っ
た
安
田
侃
氏
は

行
わ
れ
る

広
場
一

あ8ら

く昭和26年の手賀沼（現在の商工会館付近から）；撮影沢野詮氏(栄)〉

昔の思い出の写真から当時の手賀沼を振り返ってみません
か。（このシリーズは毎月1日号に掲載しています）

’



199451(6)錫び
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「

国副回国’
、

あきもとさら

秋元沙羅ちゃん
（並木。7か月）

蕊
伝日時5月15日(日)午前8時、

市役所本館前出発（小雨決行）

し定員40名（多数の場合抽選）

伝参加費500円（昼食持参）

し申し込み・問い合わせハガキ

に住所、氏名、年齢、性別、電話

番号、「九十九里はだしで歩こう

大会」を明記し、5月6日（金・

必着）までIこ我孫子1684教育委員

会体育課盈(85)1151へ

’ ’
』

伝職種一般行政職（上級）

し受験資格昭和44年4月2日以

後に生まれ、大学を卒業している

方

し募集人員1名

し受付期間5月2日(月)から20

日(金)午前9時から午後5時（土

曜日、日曜日、祝日を除く）

※受験手続・試験日等詳しくは、

同事務組合壷(64)5251へ

一
』三

+・－
ｰ

市では身体障害者、精神薄弱者

の方がタクシーを利用する場合に

料金の一部を補助していますので

ご利用ください。

惨対象者①身体障害者手帳所持

者で等級が1．2級の方②精神薄

弱者更生相談所で重度と診断され

た方⑧療育手帳所持者で程度が④、

＠の1、④の2，Aの1，Aの2

の方

し発行枚数1月4枚（だだし、

人口透析で通院している方は1月

8枚）

し申し込み・問い合わせ電話で

障害福祉課障害福祉係盆(85)1111

またはファクシミリ壷(83)1158へ

や１
１
１

-’か
ち
ゃ

I

｜旬
ち

Iこやまひかる小山輝くん
（布佐平和台･1歳3か月）

一‐

ん
４

凸

一宇P。

|｜’
b

｜

I ’ただき出し
ｱｸｾｻﾘー
(あじさい） 伝対象市内在住者で昭和19年9

月1日から昭和20年8月31巳まで

に結婚されだ健全なご夫婦

伝申し込み・問い合わせハガキ

に住所、夫婦の氏名、結婚年月日

を明記し、5月10日（火・必着）

までに我孫子1858市役所高齢者福

祉課容(85)1111内線310へ

d

回国国凹’
⑲⑤⑨③息惨日時・場所5月29日(日)午前

9時30分、市民体育館 輪ゴムかけ
またはアク
セサリー

▽我孫子登山倶楽部（会長水書淑

文）様から緑の基金にとバザーの

売上金1万250円の寄付がありま

した。

▼まごしん愛の募金会様から社会

福祉事業基金にと1万2345円の寄

付がありましだ。

▼森永圭子（白山）様から福祉の

だめにと社会福祉協議会へ香典の

一部20万円の寄付がありましだ。

少圖時・場所5月14日(土)午前惨種目・参加費男・女シングル

10時、岡発戸市民の森ハリギリ広ス、30歳未満、30代、40代、50歳

場（小雨調う）以上（1人1種目）、男女ダブル

少持参筆記用具ス（年齢は試合当日の満年齢、若

シ臓師佐久間俊行氏（広報あびい年代への参加は可）、シングル●

こ植物図鑑執壼者）ス600円、ダブルス1200円

シ問い合わせ電話で公園緑地課屡申し込み・問い合わせハガキ

垂(85)11岬内線545に住所、氏名、年齢、電話番号、ハ

大会名、種目を明記し、5月13日

(金・必着）までにつくし野3の

腰曰時5月15日(日)午前の部･･･5の103吉田常子密(82)6974へ
隆殉じかつかこどじ，之い

修日時5月14日午後2時から毎
Lぬうどょうぴぜ人かも､

週土曜巳(全24回､だだし､傷箭
かく82 ぱあいかば

が確保された場合に限る）
ぱし』ちぬう』蝿こうみんか人

修場所中央公民館

10時から正午、午後の部…1時か（参加費は郵便振替で口座番号東

ら3時（参加費鷺照料） 京6-562972口座名我孫子市卓球 蝿
醗
５
月
鰯
溌

壷消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00

月彦市民画塞館休館〃鳥の博物館休館
〃つつじ荘休館壷西部福祉センター休館

2腰集合場所手賀沼親水広場時計連盟へ振り込んで下さい）

台前（雨天の場合は室内ゲーム） 〃休日当番医＝テレホンサービス

し対象小学生以上の子どもとそ｜r鳩美会展」’し費甫魚懲(ﾃｷｽﾄ罵創） ‘蚕休日漉歯科諏B=休日裁急歯科認所(而民会箆内)9:00~11:30
毎．市民固璽館・つつじ荘・西部福祉センター休館

の保護者シ日時5月12日(木)から15日蝉し込み.問い合わせ塗詰で
し定員午前午後とも各先着60名（日）午前10時から午後5時(ただ灸点字市菌隙菱縦拳鵠a

ないせん

し持参帽子、童訪可能な服装し、12日は午後1時から、15日は（85)1111内線271へ
午後4時まで）

’
伝申し込み・問い合わせ電話で

手賀沼親水広場盆(84)0555へ ’け場所市民会館（入場無料）

惨日時5月19日(木)午前9時

惨会場市民体育館

伝種目ランク別ダブルス（1か

ら5部）

し参加資格市内在住の家庭婦人

シ参加費1人900円（連盟会員

600円）

し申し込み・問い合わせハガキ

|こ2人の氏名、住所、電話番号、

ランクを明記し、5月8日（日・

必着）までにつくし野5の7のら

山口和子壷(85)2962へ

鮠
一
疵
一
脈
一
帖
一
伽

少曰時5月14日(土)午前10時か

｜

’

ﾛ

画 回回国
フ（雨天中止）、④お茶席ほか

シ交通 我孫子駅南口から送迎（

ス運行（午前10時から15分間隔）

｜蕊車でのご来場はご遠慮ください。

11水

12木

15金

M土

伝問い合わせ（財)電力中央研究少時間午後1時30分から3時

’ ’
1

所管理課盃(82)1181’場所中央公民館

傷定員先着30名（受講無料） し練習日小・中学生毎週日曜日

惨申し込み．問い合わせ電話で午前8時30分から10時、高校生以い

職し日時5月15日（日）午前10時開教毒委員会市史編さん室盃(85)11上午前10時30分から正午

演51へ惨場所並木小学校体育館

少会費小・中学生月額2000円、し場所湖北地区公民館

膳
h

P

し入場料無料 高校生以上月額2500円

レ申し込み・問い合わせ吉岡盃シ曲名観世流･･･杜若、鞍馬天狗

ほか、宝生流…高野物狂、大原御

幸ほか

シ問い合わせ観世流祠11念(82）

〔84)2577へ 弓
％
貼
硬
Ｊ
０
●

０
０
●
●
●

●
●
●
●
●
ザ

●
●
■
●
●

●
凸
■
①
●
●

●
今
●
●
。

■
●
●
①
●
●

●
●
●
●
ｑ

■
●
①
●
●
●

16月
14336、宝生流小太刀盆(82)3653

第8回九十九里
はだしで歩こう大会参加者

東部
総
中部地区
開発事務組合

一
）
１ 祉ﾀｸｼー 券のご利用を

第う回手，工芸 特別講習会
平成6年4月1日現在＊世帯数41,278世帯
人□123,263人男61,716人女61,547人

●市役所本庁85－↑111●市民図塞館本館84-1110
●つくし野支所84-8801湖北台分館87-3055
●湖北台支所88-0828布佐分館89-1311
●湖北支

●布佐支

●教育委員
●2K道

●消防

所
所
会
局
署

88-2111移動図書館87-0909

89-2358●身体障害者福祉センター88-0141
85-1151●あらき園88-4188
84-0111●つつじ荘88-0123

84-0119●西部福祉センター85-5818
●少年センター84-1900

●保健センター87-1131
●市民会館84-3311

●生活環境課(浄化槽）87-2379
(ゴミ）87-0015（し尿)88-25〃

●近隣センター布佐南89-3740
●公民館．中央82-0515天王台北82-9988根戸83-5363
湖北地区88-4433 新木88-2010

●烏の博物館85-2212●市民センター寿83-7722
●市民体育館87-1155湖北台88-9927布佐本館89-1193
●都市改造事務所85-1171布佐ステーションホール89-5800

日程

５
月
茄
日
（
木
）

５
月
刀
日
（
金
）

部門

紙人

七宝焼

ローケツ梁

編物

アート
フラワー

皮革工芸

七宝焼

フランス

刺しゅう

木目込
人形

藤工芸

縄物

作品

富人形

スカーフ

かぎ針編の
ﾏう〃"カラーー

新着色法に
よるコサー
ジュ

小銭入れ

化粧ケープ

おでかけ

人形

あけびの

花篭

帽子

材料費

1,200円

700円

1‘別0円

1,200円

1,500円

2,000円

1.300円

2,000円

3,200円

1,000円

1,500円

定員

15名

10名

15名

20名

20名

20名

20名

15名

15名

20名

20名

持参

紙バサミ､物差し、
おしぼり

ピンセット

前掛け､鉛筆､筆、
小皿

筆記用具､小パサミ
かぎ針4~5号（ど
ちらか）

ボンド､ビﾝｾｯﾄ、
おしぼり､針金用八
サミ､衣用ハサミ

ハ
の
３
袋

サミ、白メリヤス
古衣(2伽x20qn）
枚､薄手qロム手
、メウチ､U篦2
本

ティッシュ､広告
紙、ピンセット、
水入れ

,マルワク、刺しゆ

う用鉢ハサミ

ハサミ、ボンド、メ
ウチ､小皿､おしぼ
り

エプロン、花パｻﾐ、
メジャ弓ビニール
袋(大)､簔己用具

ぼう針、筆記用具

講師・申し込み先

緑川和子壷(84)8011

東我孫子2－23－6

川添睦子壷(88)9391

湖北台2－18－3

樋口治子恋(84)1726
天王台3－29－15

鈴木通子壷(84)1605

並木8－2－8

一

中村多喜子盃(88)2605

湖北台6－7－23

近藤恵美念(82)1778
岡発戸1222

荻野紀子壷(88)0968

新木野3－2－10

宮崎隆子公(84)5446

青山台4－4－20

山岸祥子a(82)2830
若松111－6

椎名洋子公(88)1

中里21

師
５

山田澄子壷(82)5041
若松138－1

結婚50周
色紙を

年のご夫婦に
贈呈します

鶏:ｵー ﾝ珊悼漱会

岡鈩祇の森自総識

手賀沼親水広場
ネイチャーゲーム 狐Uこ〈じん に誕人ごこうぎ世い

外国人のための日本語講座生
1⑧

”日曜当番医＝テレホンサービス

壷休日蝿歯科診闘日=休日鱸歯科診銅(而民会鬮内)9:00～11:30

4⑳

S④

〃休日当番戻＝テ
〃休日鱸歯科診厩日＝
”市民固露館・つ

レホンサービス

休日鴻歯轆緬(而践篭内)9:00～11:30
つじ荘・西部福祉センター休館

”休日当番医＝テレホンサービス
壷休日鱸歯科診畷日二体醜急歯科診甑価民会鬮内)9:00～11:30
〃市民画塞館・つつじ荘・西部福祉センター休館

1s⑧
〃日曜当番医＝テレホンサービス
画舶鱸歯科銅日二休日続鋤診赫(市躍鬮内)9:00~11:30
〃結婚相談＝寿市民センター10:00～14:00〃家庭の日

画健康相談＝つつじ荘10:00～11:30

画酒害相談＝寿市民センター13:30～15:00

”市民図書館休館”鳥の博物館休館

・市役所閉庁(－部の施設は除く）
画鳥の博物館休館

蚕日曜当番医＝テレホンサービス

壷休日鱸歯科診鼠日=休日鯛歯科診諏(市民会鬮内)9:00～11:30

1

〃心配ごと相談＝保健センター9:00～15:00
〃市民図書館・鳥の博物題・つつじ荘・西部福祉センター休館

画法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）
彦鳥の博物館休館

〃交通事故相談＝市民相談室10:00～15:00

画-消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00
”健康相談＝西部福祉センター10:00～11:30

・登記相談＝市民相談室10:00～12:00

壷不動産相談＝市民相談室10:00～15:00
〃健康相談＝つつじ荘10200～11:30

〃市役所閉庁(一部の施設は除く）

第12回美術家協会グループ展
r鳩美会展」

家庭婦人
バドミントン大会参加者

電力中央研究所一般公開
第14回連盟華道展

民族文化財講座生
希

フ員’‘一一Jトルカフプ‘クラ

我孫子市謡曲連合会
第11回発表会

日程

5月卯円鬮

6月10日燭

6月17日掴

7月1日園

7月15日圃

7月”R閉

内容

相
馬
霊
堀
の

文
化
財

文
化
と
民
俗

の
世
界

創設の願主観覚光音

弘法大師験と大師堂

我孫子布佐地区の霊堀

きつねと稲荷憧仰

謡曲の中の平家物届

鬼の麗

飼師

関
忠
夫
氏
・
井
上
正
敏
氏

市
史
縄
巣
委
員

日曜当番疾｡1週間の行事

ﾃﾚﾎﾝｻービｽ盆(85)1313


